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植物体内のジャスモン酸は分裂が盛んな
部分や花芽において濃度が高いと言われ
ているが，トルコギキョウにおける内生
ジャスモン酸類の種類や分布については
明らかになっていない。今後，トルコギ
キョウの開花時の着色とジャスモン酸類
の関係を明らかにするため，内生のジャ
スモン酸類の分析を進める予定である。
トルコギキョウの蕾開花法の開発につい
ては，開花時の温度，光等の環境条件が
アントシアニンによる花色の濃淡に影響
を与えることから，さらに研究を進める
必要がある。
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　ヒユ科イノコヅチ属の多年草。本州以南の山野，路傍，藪な
どの日のあまり当たらないところに生えることからヒカゲイノ
コヅチともいう。これに対して日当たりの良いところに生える
ものをヒナタイノコヅチという。背丈 50cm ～ 1m。茎は四角
形で節がふくらむ。イノコヅチの名は，この節のふくらんだ太
い茎を「猪

い

の子
こ

」の脚の膝頭に見立てたものというが，まだ，
比較してみたことはない。
　日本在来で，万葉人たちも，野を走り回った後，裳裾に付着
するおびただしい数の砲弾型の果実に悩まされていたはずであ
る。それほどのイノコヅチであるが万葉集には出てこない。イ
ノコヅチが初めて記載されるのは平安時代に入ってから，漢方
としての「牛

ご し つ

膝」としてであった。
　目だった花を持たないイノコヅチである。近世までの歌人，
俳人には見向きされることはなく，イノコヅチが歌や俳句に詠

まれるようになるのは近代になってからであった。
　イノコヅチは秋の季語であり，近代以降，多くの句が詠まれ
ている。その中にこんな句があった。
　　背にとめて何のあかしのゐのこづち　　加藤楸邨
　一方，今を代表するシンガーソングライターの松任谷由実。
そのユーミンの「りんごの匂いと風の国」の中に，こんなくだ
りがある。「言えなかった想いを込めて口づけた『いのこずち』
をセーターに投げる」のである。『いのこずち』の 1 個の果実
を投げつけても，思うようには届かないかと思われるが，そこ
は口づけした『いのこずち』の 1 果実を，投げるといいなが
らそっとセーターの背中にとどめたのであろう。楸邨と言い，
ユーミンと言い，背中にとどめたイノコヅチにどんな思いを込
めたのであろうか。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一猪子槌・牛膝・対節菜（イノコヅチ）田畑の草
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　大阪府立大学と東京農業大学で雑草学に多大な足跡を残さ
れた山口裕文先生が監修し，東京農業大学の宮浦理恵先生，
松嶋賢一先生および京都大学の下野嘉子先生を編集者とし，
さらに，雑草学や種生物学の最先端で活躍中の 25 名の研究
者の研究成果を配して，「雑草学の重要さを理解していただ
けば」と意図した学術入門書である。
　まず，「雑草という用語の定義の考証」をテーマとした監修・
編集者の 4 人による討論記録に始まり，「雑草の多様でたく
ましい生き残りの原理，雑草に組み込まれた生理的・生態的
特徴，雑草防除技術の進展とその中での雑草のふるまい」，
および「雑草の生活活用と文化認識の成り立ち」へと展開す
る。Part Ⅰから Part Ⅲまでは農業を基盤とした雑草の解説
で，いずれの Chapter でも担当の執筆者による最先端の情
報が提供されている。雑草とその制御に携ったことのある読
者にとっては，必ずどこかで自分の経験とつながる記述に出
会うことができるであろう。Part Ⅳでは，民俗植物学の知
見や教育での雑草の利活用に加えて，「・・雑草は，人間の
五感のうち，特に食べる，見る，触るという 3 つの感覚を
刺激し，身近で活用したい・楽しみたいと考える・・・」と
いう人々に向けた情報も提供される。住宅地を含む緑地や
堤防など農地から離れて日常生活に近い場面での雑草とそ
の管理にも，人々の関心が及んできていることを考えると，
この部分は今後さらに拡充されることを期待したい。また
Chapter の間の Column も興味深く，さらに Topics で重
要な用語が解説されている。
　「大学 1 年から 2 年生程度の授業での副読本となるように
平易な文章で解説している。（はじめに）」とあるように，執
筆者各位が蘊蓄を傾け，工夫を凝らして基本的情報と最新の
研究成果を記述しているが，それでも，上記したような一定
の経験のある読者はともかく，初学者には難しいかもしれな
い。「Chapter 8　8-1　除草剤の開発と利用」は，本来であ
れば 1 冊の教科書とするテーマを，項目を絞って要領よく
述べているものの，ほとんど文字で占められている。雑草学
の本の宿命としておびただしい数の植物名や除草剤の成分名
が並ぶのが，難しさを感じさせる一因とも考えられるので，
例えば Chapter の冒頭に，そこで扱う主要な種の画像を置
く，などのサービスがあってもよいのではないかと思う。し
かしこれを逆に考えれば，多数の植物名や化学物質名の中か
ら，自分の記憶にあるものを含む Chapter からまず入って
読み通す，こともできると思う。とかく「活字離れ」と言わ
れる現今の学生や若い読者には，執筆者の工夫を頼りにして
読み通してほしい内容である。
　なお，口絵のカラー写真は鮮明であるが，本文中では印刷
技術上の問題に起因すると思われる不鮮明なモノクロ写真が
しばしば見られるのが惜しまれる。
　カタバミ（酢漿草），リンドウ（三葉竜胆），ナズナ（五つ薺）

など植物をデザインした家紋を配した表紙カバーからも，監
修・編集者の意気込みを感じ取れる。2018 年のノーベル医
学・生理学賞に輝いた本庶　佑先生は，「教科書に書いてあ
ることを信じないこと。」などとおっしゃったとのことであ
る。筆者は，教科書にはそれまでに得られた知識が書かれて
いて，学ぶ側はそれを基に展開や発展を図るもの，と理解し
ている。その観点から本書を，植物・雑草とその管理・利用
に関する，展開や発展のタネが随所に埋め込まれている教科
書・入門書として，多くの方にお奨めする。
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